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理工学域

物質化学類

応用化学コース

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

79500 大学・社会生活論

1. できるだ゙早く大学に慣れ、大学生らしい学習
態度・生活態度を身につたき。
2. これからの人権・共生の時代に必要とされき知
識・教養に触れ、その基本を理解すき。 
3. 留学・就職・進学・ボランテ ィ゙ 活動なとについ゙
ての知識を身につた、大学4年間の過ごし方やそ
の後の将来のあり方を自ら設計できるよ にな゙
き。

1 1 ◎

79701 地域概論

① 学類の専門分野を，地域との繋がりや社会へ
の貢献の視点から理解し，地域の感性を育むこ
と。 
② 自分の将来の目標を明確化し，専門分野と地
域社会への関わり方を見つたきこと。
③ 将来の働く姿を描゙つつ，大学４（６）年間の学
修を主体的にデザイラできるよになきこと。 
④ 石川県を一例として，地域の自然，文化，歴
史，産業等を理解すきこと。

1 1 ◎

79504 初学者ゼ者Ⅰ

①自ら課題を発見し，それを調べて，まとめきこと
て，学習デザイラ能力と論理的な思考力を向上さ
せき 
②デテスカッショラやプレセランーショラを経験す
きことて，自己表現能力を向上させき 
③他人とのデテスカッショラ，レポートの作成等を
通して，話す・聞く・書くなとの日本語能力を向上
させき

1 1 ◎

73A00
プレセラ・デテベート論
（初学者ゼⅡ）

①自ら課題を発見し，それを調べて，まとめきこと
て，学習デザイラ能力と論理的な思考力を向上さ
せき 
②デテスカッショラやプレセランーショラを経験す
きことて，自己表現能力を向上させき 
③他人とのデテスカッショラ，レポートの作成等を
通して，話す・聞く・書くなとの日本語能力を向上
させき

1 1 ◎

75101 微分積分第一

講義に現れき用語の定義と定理の意味が゙理解て
゙、与えられた具体的な1変数関数に対して連続
性と微分可能性を判定すきこと、その導関数、不
定積分、定積分、広義積分を求め きこと、不定形
の極限値を求めきこと、ンー ゙ー展開をすきこ
と、極値、最大最小値を求めきこと、グラを゙書く
こと、等がでぎ 。゙

1 ◎

75102 微分積分第二

講義に現れき用語の定義と定理の意味が゙理解て
゙、多変数の具体的な関数に対して連続性を判
定すきこと、偏導関数を求めきこと、極値、最大最
小値を求めきこと、近似多項式を求めきこと、重
積分の値を求めきこと、゙グ ランシの゙ ゙未定乗数
法、連鎖律、陰関数定理を用いた計算、等がで゙゙
きるよになき。

1 ◎

75103 線形代数第一

1. 行列の演算や基本変形が゙正しく行えき。
2. 行列の基本変形を用いて、逆行列や階数を求
めきことがでぎ 。゙
3. 行列の基本変形を用いて、連立1次方程式を
解くことがでぎ 。゙
4. 2次や3次の行列式の計算がでぎ 。゙
5. 行列式の定義や性質が゙理解でき 。゙
6. 4次以上の行列式や余因子行列が゙求められ
き。
7. 余因子行列を用いて逆行列を求めきことがで ゙
き。

1 ◎

75104 線形代数第二

・線形空間，一次独立性，基底，次元，線形写像
なとの線形代数におたき基本概念を理解でき。 
・線形写像の行列表現を求めきことができ。 
・固有値，固有ベクトル，固有空間を理解し，それ
らを求めきことができ。 
・行列が対角化可能かとよか判定して，対角化を
行よことができ。 
4. 与えられた行列が゙対角化可能か否かを判 断
すきことがで゙゙ ，可能な場合は対角化すきことが゙
でき 。゙
5. 内積や内積空間の定義が゙理解で ，゙与えられ
た基底から正規直交基底を求めきことがで き 。゙

1 ◎

79604 情報処理基礎

1. ハーー ソルコ ランシーュの゙゙ 基本操作ができご゙
と。
2. 電子メールの送受信ができこど゙ 。
3. Webブラザでー゙ホーンの゙゙゙゙゙閲覧・必要な情
報の検索が゙行えきこと。
4. ーラトラェィを用いて文書の作成ができこど゙ 。
5. ーラトラェィを用いて表やグラの゙ 作成がで ぎ
こと。

1 1 ◎

75201 物理学Ⅰ

1. 物理学に微分積分学を応用していたき力を養
よ。
2. 物理学の概念が゙具体的に把握しやすい力学の
学習をすきことで、物理学の基本を会得すき。
3. 振動、波動、熱なとのの 分野については、力学を
基礎にして理解をひろけぎ 。

1 ◎

75202 物理学Ⅱ

1. 電気と磁気の現象を広く学び、可能ならばそれ
らを体系化した方程式についても学習を進めき。
2. 「場」の考え方とその解析的表現能力を養よ。
3. 電磁気学以降に発展した物理学の諸分野につ
いても学習すき。

1 ◎

75213 物理学実験

主要な物理現象、測定方法を組み合わせて構成
されき実験を通して、各種測定機器の原理と取り
扱い、デーュ 処゙理の方法や結果のまとめ方なとをめ
学習し、その中で多様な現象を経験し物理学の
法則の理解を深めき。

2 ◎

学域名

学類のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針） コース（専攻）のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針）

“エコ化学にるきモ
ノづくり”の観点か
ら，特に，エネル
ギー・環境・モノづく
りに関連した応用
化学の技術的諸問
題に対すき解析能
力，問題解決のた
めの計画立案・遂
行能力を習得す
き。

コース（専攻）の学修成果（◎=学修成果を上けきために履修すきことがとくに強く求められき科目、○=学修成果を上けきために履修すきことが強く求められき科
目、△=学修成果を上けきために履修すきことが求められき科目）

応用化学の専門的
職業人として語学
教育及ひ海外研修
に積極的に取り組
み，クローバル社
会に通用すきため
に必要な語学能力
の基礎とコランシー
ュ利用技術を身に
つたき。

学類名

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につた，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献でき
人材を養成すき。各コースのデテプロマ・ポリシーて掲けた人材養成目標への到達を通じて，この学類の人材養成目標に
到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与すき。

コースのCP（カリキジ゙編成方針）

コース（専攻）名

応用化学の専門的
職業人として必要
な化学的思考力を
養よために、物理化
学，有機化学，無
機化学，分析化
学，高分子化学の
基礎学力とスキル
を身につたき。

幅広い産業の根幹
て活躍でき人材
の養成を目指して，
クループ研究や創
成実験，さらに課題
研究を通してチー
゙ワークの重要性
を体感し，ゴシニ
ケーショラ能力を身
につたきとともに、
リーダーとしての資
質を磨く。

工学に携わき研究
者・技術者の基本
的な素養として，数
学，物理学，化学を
中心とした自然科
学の基礎知識を身
につたき。

応用化学の研究者及ひ技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得すきとともに，工学倫理や環境に対すき責任を自
覚し，社会てリーダーシップを発揮でき人材を養成すき。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向たて発信し、社会や自然界へ応用すき能力を養よ。
　金沢大学<クローバル>スュラダード（KUGS）及ひ本学類が掲けき人材養成目標を踏まえ，以下に掲けき学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与す
き。

科学技術に携わき研究者及ひ技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養よ基礎科目群とともに，応用化学
の専門的職業人に求められき「化学的スキルと工学的セラス（目標B）」の習得を目標とした専門科目群を配置した。また，
社会におたき実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成すきために，課題探究型の実験・実習おるひイラ
ューラシップを中心とした発展・実践科目群を編成していき。

工業系科目を通し
て工学の基礎知識
とセラスを養い，異
分野においても応
用化学の専門家と
して自在に対応て
゙き応用力を身に
つたき。

2

2

コース（専攻）のカリキジ゙

環境対応型研究，
高度選択型研究，
超分子創成型研究
の3分野に対応した
実験や講義を通し
て，高度に専門的
な問題に対応すき
ための応用化学的
セラスと生涯学ひ
続たき意欲を身に
つたき。

環境に調和した未
来志向型化学の創
成を目指す研究
者・技術者としての
責任と倫理を自覚
し，地球的・国際的
視点から自然科学
や工学の社会的役
割を理解し、社会
に及ぼす影響を考
えきことができ。

2

2

2

2

2
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理工学域

物質化学類

応用化学コース

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針） コース（専攻）のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針）

“エコ化学にるきモ
ノづくり”の観点か
ら，特に，エネル
ギー・環境・モノづく
りに関連した応用
化学の技術的諸問
題に対すき解析能
力，問題解決のた
めの計画立案・遂
行能力を習得す
き。

コース（専攻）の学修成果（◎=学修成果を上けきために履修すきことがとくに強く求められき科目、○=学修成果を上けきために履修すきことが強く求められき科
目、△=学修成果を上けきために履修すきことが求められき科目）

応用化学の専門的
職業人として語学
教育及ひ海外研修
に積極的に取り組
み，クローバル社
会に通用すきため
に必要な語学能力
の基礎とコランシー
ュ利用技術を身に
つたき。

学類名

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につた，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献でき
人材を養成すき。各コースのデテプロマ・ポリシーて掲けた人材養成目標への到達を通じて，この学類の人材養成目標に
到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与すき。

コースのCP（カリキジ゙編成方針）

コース（専攻）名

応用化学の専門的
職業人として必要
な化学的思考力を
養よために、物理化
学，有機化学，無
機化学，分析化
学，高分子化学の
基礎学力とスキル
を身につたき。

幅広い産業の根幹
て活躍でき人材
の養成を目指して，
クループ研究や創
成実験，さらに課題
研究を通してチー
゙ワークの重要性
を体感し，ゴシニ
ケーショラ能力を身
につたきとともに、
リーダーとしての資
質を磨く。

工学に携わき研究
者・技術者の基本
的な素養として，数
学，物理学，化学を
中心とした自然科
学の基礎知識を身
につたき。

応用化学の研究者及ひ技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得すきとともに，工学倫理や環境に対すき責任を自
覚し，社会てリーダーシップを発揮でき人材を養成すき。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向たて発信し、社会や自然界へ応用すき能力を養よ。
　金沢大学<クローバル>スュラダード（KUGS）及ひ本学類が掲けき人材養成目標を踏まえ，以下に掲けき学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与す
き。

科学技術に携わき研究者及ひ技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養よ基礎科目群とともに，応用化学
の専門的職業人に求められき「化学的スキルと工学的セラス（目標B）」の習得を目標とした専門科目群を配置した。また，
社会におたき実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成すきために，課題探究型の実験・実習おるひイラ
ューラシップを中心とした発展・実践科目群を編成していき。

工業系科目を通し
て工学の基礎知識
とセラスを養い，異
分野においても応
用化学の専門家と
して自在に対応て
゙き応用力を身に
つたき。

コース（専攻）のカリキジ゙

環境対応型研究，
高度選択型研究，
超分子創成型研究
の3分野に対応した
実験や講義を通し
て，高度に専門的
な問題に対応すき
ための応用化学的
セラスと生涯学ひ
続たき意欲を身に
つたき。

環境に調和した未
来志向型化学の創
成を目指す研究
者・技術者としての
責任と倫理を自覚
し，地球的・国際的
視点から自然科学
や工学の社会的役
割を理解し、社会
に及ぼす影響を考
えきことができ。

75301 化学Ⅰ

1. 学問としての化学がの 現代まで発展しでた歴史
を理解すき。
2. 原子の性質を決めき電子配置について理解す
き。
3. 原子同士がの 結ひついで化合物になき際の結合
様式を理解すき。
4. いくつかの種類に大別されき化合物の種類ごと
の一般的性質を理解すき。

1 ◎ ○

75302 化学Ⅱ

化学物質の構造や性質を理解すきために必要な
量子論的な取扱いを理解すきことを目標にすき。
まず、古典的な量子論からはじめて シシレデテ ラン
ガー方程式を導゙、量子論的な 考え方を理解す
き。次に量子論を用いて原子の電子構造を理解
して周期律表の理解を深めき。最後に化合物の
結合、特に共有結合を量子論的に理解すき。

1 ◎ ○

75313 化学実験

物質や反応に直接接すきことにるって，物質の性
質，物質の変化の際の量的関係，変化 の速度な
とについての知識を得き。このるよな知識を論理
的に考え，整理すきことにるって化学の原理を学
び，また自然界で起こき現象を理解すき。化学実
験てば 幾多の先人がこれまで゙営々と築゙上けで
゙た著名な実験を実施 し，学習目標に掲けられ標
た事柄を体得すき。

1 ◎ ○

10004 情報処理演習

1.表計算ーラト(Excel)の基本操作とデーュ 処゙理法
おるひグラの゙ ゙作成方法を習得すきこと。 
2.ハワーポイラト の゙゙ 基本操作を習得すきこと。 1 ◎

10103 物質化学序論Ａ

物質化学類で学ぶ専門教育のィラドイラを理
解し、大学で学ぶ目的・目標を学生自身が゙明確に
持ち、自主的に学習すきための動機付たを与え
きことを目標とすき。

2 1 ◎

10104 物質化学序論Ｂ

物質化学類で学ぶ専門教育のィラドイラを理
解し、大学で学ぶ目的・目標を学生自身が゙明確に
持ち、自主的に学習すきための動機付たを与え
きことを目標とすき。

2 1 ◎

10201 理工系英語Ⅰ

(1) 科学技術分野の基本的な英語知識を取得す
き。 
(2) 科学技術英語に関すき英語力を向上させき。 2 1 ◎

10202 理工系英語Ⅱ

(1) 科学技術分野の基本的な英語知識を取得す
き。 
(2) 科学技術英語に関すき英語力を向上させき。 2 1 ◎

12001 物理化学基礎

1. エネルギー礎保存の考え方てあぎ熱力学第一法
則を理解すき。
2. エラトロンーを゙定義し、熱力学第二法則につい
て概念を理解すき。
3. 化学平衡を化学ポンラシシルの゙観点から理解
すき。

1 ◎

12002 有機化学基礎

1. 混成軌道を理解して有機分子の構造と結合を
解釈できるよ にすきこと 。゙
2. 簡単な有機化合物の命名法を習得すきこと。
3. 様々な構造式が゙記述で 、゙またそれらから実際
の分子の形をイメーンできるよ にすきこ ど゙ 。
4. 基本的な有機化学反応を反応式で表現で、
有機電子論的に解釈できるよ にすきこ ど 。

1 ◎

12003 無機化学基礎

1. 原子構造おるび化学結合について、電子軌道
波動関数の基礎的概念をもとに理解すきこ と。
2. 共有結晶性化合物に関して、分子の形おるひ
結合の強さを決めき因子について理解すきこと。
3. イオラ結晶に関して、結晶構造、特徴、おるひ
溶解性について理解すきこと。
4. 酸や塩基の強さを決めき因子について理解す
きこと。

2 ◎

12004 有機化学Ⅰ

1. 非局在化したπ電子系の構造と反応性の関連
を理解すきこと。
2. 香族系化合物群の性質，芳香族求電子置換反
応性おるび反応機構について習得すきこと。
3. ベラセラの゙ ゙置換基の反応についての知識を習
得すきこと。
4. カルホニル。 基の構造と反応性に基づ゙性、その
付加反応のしくみが。理解できこと。。

2 ◎

12201 化学熱力学

1. 状態方程式にるり気体の圧力・体積・温度依存
性の計算がで の゙ 、微視的な分子の挙動 について
考察できこと。。
2. 熱力学第一法則を理解して、系に対すき仕事
や内部エネルギーと エラュルンー゙の 変化の計算が゙
できこと 。゙
3. 熱力学第二法則を理解して、相転移なとの゙ 変
化に伴よエラトロンーと ギフスエネルギー゙゙゙゙変 化を
計算できこと。
4. 相転移の方向を化学ポンラシシルの。 概念から
説明し、身の回りの現象について理解を 深めきこ
と。
5. 純物質や混合物の相図の見方を深め、状態変
化や物質の分離について相図を用いて説明で゙
きこと。

2 ◎

12202 分析化学基礎

1. 分析化学の基礎概念(定性、定量、キジクュリ
セーショラ)を理解すきこと。
2. 濃度計算や測定数値の取り扱いが゙正確にで
きこと。
3. 分析化学の基礎用語の説明ができこど゙ 。 
4. 溶液内反応を平衡論的に取り扱よことがで ぎ
こと。

2 ◎

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2
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理工学域

物質化学類

応用化学コース

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針） コース（専攻）のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針）

“エコ化学にるきモ
ノづくり”の観点か
ら，特に，エネル
ギー・環境・モノづく
りに関連した応用
化学の技術的諸問
題に対すき解析能
力，問題解決のた
めの計画立案・遂
行能力を習得す
き。

コース（専攻）の学修成果（◎=学修成果を上けきために履修すきことがとくに強く求められき科目、○=学修成果を上けきために履修すきことが強く求められき科
目、△=学修成果を上けきために履修すきことが求められき科目）

応用化学の専門的
職業人として語学
教育及ひ海外研修
に積極的に取り組
み，クローバル社
会に通用すきため
に必要な語学能力
の基礎とコランシー
ュ利用技術を身に
つたき。

学類名

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につた，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献でき
人材を養成すき。各コースのデテプロマ・ポリシーて掲けた人材養成目標への到達を通じて，この学類の人材養成目標に
到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与すき。

コースのCP（カリキジ゙編成方針）

コース（専攻）名

応用化学の専門的
職業人として必要
な化学的思考力を
養よために、物理化
学，有機化学，無
機化学，分析化
学，高分子化学の
基礎学力とスキル
を身につたき。

幅広い産業の根幹
て活躍でき人材
の養成を目指して，
クループ研究や創
成実験，さらに課題
研究を通してチー
゙ワークの重要性
を体感し，ゴシニ
ケーショラ能力を身
につたきとともに、
リーダーとしての資
質を磨く。

工学に携わき研究
者・技術者の基本
的な素養として，数
学，物理学，化学を
中心とした自然科
学の基礎知識を身
につたき。

応用化学の研究者及ひ技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得すきとともに，工学倫理や環境に対すき責任を自
覚し，社会てリーダーシップを発揮でき人材を養成すき。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向たて発信し、社会や自然界へ応用すき能力を養よ。
　金沢大学<クローバル>スュラダード（KUGS）及ひ本学類が掲けき人材養成目標を踏まえ，以下に掲けき学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与す
き。

科学技術に携わき研究者及ひ技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養よ基礎科目群とともに，応用化学
の専門的職業人に求められき「化学的スキルと工学的セラス（目標B）」の習得を目標とした専門科目群を配置した。また，
社会におたき実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成すきために，課題探究型の実験・実習おるひイラ
ューラシップを中心とした発展・実践科目群を編成していき。

工業系科目を通し
て工学の基礎知識
とセラスを養い，異
分野においても応
用化学の専門家と
して自在に対応て
゙き応用力を身に
つたき。

コース（専攻）のカリキジ゙

環境対応型研究，
高度選択型研究，
超分子創成型研究
の3分野に対応した
実験や講義を通し
て，高度に専門的
な問題に対応すき
ための応用化学的
セラスと生涯学ひ
続たき意欲を身に
つたき。

環境に調和した未
来志向型化学の創
成を目指す研究
者・技術者としての
責任と倫理を自覚
し，地球的・国際的
視点から自然科学
や工学の社会的役
割を理解し、社会
に及ぼす影響を考
えきことができ。

12211 応用物理化学Ⅰ

1. 分光学におたき用語と手法、各種分光法の特
徴が説明できこと 。゙
2. 分子間相互作用を考察し、分子間力に基づ゙ 、゙
例えば゙、液化やュラハグ 質の構造におたき安定化
といった現象が゙説明できこと 。゙
3. 電磁波と物質の相互作用を理解して、原子や
分子のスホクト ルを゙解析すきことにるり、分子内・
分子間におたき様々な過程るたてなくる 、゙ 分子構
造や結合についての詳細な情報を得 き手法を修
得すきこと。

2 ◎

12212 無機材料化学

1. 酸化・還元のされやすさについて定量的に理解
し、金属イオラの酸化状態や、電池・電気分解・
腐食反応なとの゙ 電子移動の化学を理解すきこと。
2. 遷移元素に共通すき特徴について理解し、 錯
体の構造・エネルギー゙ 状態について理解すきこ
と。
3. 固体中の電子の動゙について理解し、無機材
料の電子物性を理解すきこと。

2 ◎

12213 高分子化学Ⅰ

1. 高分子におたき主鎖構造と分子量の概念を理
解すきこと。
2. 逐次重合機構と連鎖重合機構を理解すき こ
と。
3. .重縮合おるび重付加とその重要なポリマーを゙
理解すきこと。
4. 付加重合(゙ンカル゙ 重合、イオラ重合、配位重
合)について理解すきこと。
5. その他の重合反応おるひ応高分子反応について
理解すきこと。

2 ◎

12214 有機化学Ⅱ

1. カルホニルと 基の構造と反応性に基づ゙性、その
付加反応のしくみがと理解できことと。カルホニルと
化合物から誘導されきエノ゙ートィニオラ の基本
的な反応がの 記述できことと。
2. カルホラ゙ 酸及ひその゙誘導体の合成と基本的な
反応がの 記述できことと。
3. ィ゙ラ類とヘンロ環化合物の合成及ひそれら のと
反応性が゙理解できことと。

2 ◎

12401 応用化学演習Ⅰ

1. 状態方程式と気体分子運動論にるり分子の挙
動について考察を深めきこと。
2. エラュルンー゙ 、エラトロンーと ギフスエネルギー゙ の゙
変化を計算できこと 。゙
3. 状態変化や物質の分離について相図を用いて
説明できこと 。゙
4. 芳香族求電子置換の反応性おるひその゙反応
機構が゙書たきこと。
5. ベラセラ゙゙環の置換基の反応性に基づいてと、 反
応が分類できこと 。゙
6. 非局在化したπ 電子系の構造と反応性が゙記
述できこと。

2 1 ◎

12402 応用化学演習Ⅱ

1. 分子間相互作用を理解し、理論式にるり計算
ができこと。
2. 電磁波と物質の相互作用を理解し、原子や分
子のスホクト ルを゙解析すきことにるり、構造や結
合についての詳細な情報を得き手法を 修得すき
こと。
3. カルホニルる基の構造と反応性に基づ゙性、その
付加反応のしくみがる理解できことる。
4. カルホニルる化合物から誘導されきエノ゙ートィ
ニオラの基本的な反応がの 記述できことる。 
5. カルホラ゙ 酸及ひそのの誘導体の合成と基本 的な
反応がの 記述できことる。
6. ィ゙ラ類とヘンロ環化合物の合成及ひそれら のる
反応性がの 理解できことる。

2 1 ◎

12403 応用化学演習Ⅲ

1. 濃度計算や測定数値の取り扱いがの 正確にで
きこと。
2. 溶液内反応を平衡論的に取り扱よことがで ぎ
こと。
3. 無機材料を取り扱よに際しての無機化学の基
礎的考え方を理解すきこと。
4. 高分子材料を取り扱よに際しての高分子化学
の基礎的考え方を理解すきこと。

2 1 ◎

12404 応用化学基礎実験

1. 化学実験の基本的操作ができこど゙ 。
2. .実験，調査等ての 得られた結果をまとめ考察を
行い，わかりやすいレポ゙−トを作成できことと 。
3. 実験課題に対して主体的に取り組み，自ら問
題点を発見し，その解決法を探きことがて ぎご゙
と。

2 ◎

12405 課題探究ゼソールⅠ

課題探究実習てば 修得した考え方を研究活動に
おいて生かせきるよに、実際の研究を想定した課
題について、クループごとに゙゙゙ 調査・探求すきことに
るって応用能力を養い、成果の発表を行よ。

2 ◎

12406 応用化学実験Ⅰ

1. 与えられたンーマに対し、自分ての 実験計画を作
成できこと験。
2. 物理化学的現象を解明すきための基本的な実
験操作ができこど゙ 。
3. 正しくデーュ の゙ 処理がで゙゙ 、その結果を物理化
学的に評価できこと 。゙
4. 得られた結果を効果的に伝えきことができご゙
と。

3 ◎

12407 応用化学実験Ⅱ

1. 図書館なとをを 利用して、実験計画を作成でき
こと。
2. 無機化学，電気化学に関すき基本的な実験操
作ができこと 。゙
3. 得られた実験デーュ を゙適切に処理し、化学的な
考察ができこど゙ 。
4. レポート やプレセラを゙゙゙通して、成果を効果的に
伝えきことができこど゙ 。

3 ◎

2

2

2

2

1

1

1* 1*

1* 1*
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理工学域

物質化学類

応用化学コース

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針） コース（専攻）のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針）

“エコ化学にるきモ
ノづくり”の観点か
ら，特に，エネル
ギー・環境・モノづく
りに関連した応用
化学の技術的諸問
題に対すき解析能
力，問題解決のた
めの計画立案・遂
行能力を習得す
き。

コース（専攻）の学修成果（◎=学修成果を上けきために履修すきことがとくに強く求められき科目、○=学修成果を上けきために履修すきことが強く求められき科
目、△=学修成果を上けきために履修すきことが求められき科目）

応用化学の専門的
職業人として語学
教育及ひ海外研修
に積極的に取り組
み，クローバル社
会に通用すきため
に必要な語学能力
の基礎とコランシー
ュ利用技術を身に
つたき。

学類名

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につた，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献でき
人材を養成すき。各コースのデテプロマ・ポリシーて掲けた人材養成目標への到達を通じて，この学類の人材養成目標に
到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与すき。

コースのCP（カリキジ゙編成方針）

コース（専攻）名

応用化学の専門的
職業人として必要
な化学的思考力を
養よために、物理化
学，有機化学，無
機化学，分析化
学，高分子化学の
基礎学力とスキル
を身につたき。

幅広い産業の根幹
て活躍でき人材
の養成を目指して，
クループ研究や創
成実験，さらに課題
研究を通してチー
゙ワークの重要性
を体感し，ゴシニ
ケーショラ能力を身
につたきとともに、
リーダーとしての資
質を磨く。

工学に携わき研究
者・技術者の基本
的な素養として，数
学，物理学，化学を
中心とした自然科
学の基礎知識を身
につたき。

応用化学の研究者及ひ技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得すきとともに，工学倫理や環境に対すき責任を自
覚し，社会てリーダーシップを発揮でき人材を養成すき。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向たて発信し、社会や自然界へ応用すき能力を養よ。
　金沢大学<クローバル>スュラダード（KUGS）及ひ本学類が掲けき人材養成目標を踏まえ，以下に掲けき学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与す
き。

科学技術に携わき研究者及ひ技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養よ基礎科目群とともに，応用化学
の専門的職業人に求められき「化学的スキルと工学的セラス（目標B）」の習得を目標とした専門科目群を配置した。また，
社会におたき実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成すきために，課題探究型の実験・実習おるひイラ
ューラシップを中心とした発展・実践科目群を編成していき。

工業系科目を通し
て工学の基礎知識
とセラスを養い，異
分野においても応
用化学の専門家と
して自在に対応て
゙き応用力を身に
つたき。

コース（専攻）のカリキジ゙

環境対応型研究，
高度選択型研究，
超分子創成型研究
の3分野に対応した
実験や講義を通し
て，高度に専門的
な問題に対応すき
ための応用化学的
セラスと生涯学ひ
続たき意欲を身に
つたき。

環境に調和した未
来志向型化学の創
成を目指す研究
者・技術者としての
責任と倫理を自覚
し，地球的・国際的
視点から自然科学
や工学の社会的役
割を理解し、社会
に及ぼす影響を考
えきことができ。

12408 応用化学実験Ⅲ

1. モノマーを重合しポリマーを゙合成すき操作を修
得すき。
2. 高分子物質の精製操作を修得すき。
3. 高分子物質の構造解析から高分子の性質を理
解すき。
4. 以上のことから，高分子物質を理解すき。

3 ◎

12409 課題探究ゼソールⅡ

1. 主体的に課題の提案、計画ができこと ー゙。 
2. 質問の意味を正確に理解し、的確な答えがて
゙きこと。
3. 結果報告を効果的に説明すき能力を身につた
きこと。

3 ◎ ◎

12410 応用化学実験Ⅳ

1. 試薬類の物性なとを゙ 理解し，基本的な取り扱い
が出来きこと。
2. 実験の手順を理解し，安全，確実かつ効率の
るい操作が゙出来きこと。
3. 実験操作や反応のメカニズが゙゙説明で ，゙そ
の他の有機反応にも応用出来きこと。
4. 多くの人にるく判り，普遍性のあき報告・発表
が゙出来きこと。

3 ◎

12411 応用化学実験Ⅴ

1. 文献調査の基本的手順をマスューすきこ と。
2. 与えられた未知試料のスホクト ル゙ 測定技術，及
ひスホクト ルの゙解析法をマスューすきこ と。
3. 基礎実験課題について，計画，実験，報告の
各過程を習得し，理解できこと 。゙また，実験試
薬・廃棄物の取り扱いにも習熟すきこと。

3 ◎

12412 応用化学実験Ⅵ

1. 実験を通して自主的な物事の考え方や積極的
な研究姿勢を養よこと。
2. 実験器具，分析機器，薬品の取り扱いに習熟
すきこと。
3. 分析化学におたき基本的な実験操作を体得す
きこと。
4. 濃度計算や測定数値の取り扱いが数正確にで
きこと。

3 ◎

12413 課題探究ゼソールⅢ

1. 図書館やイラューネット等を有効に利用して調
査ができこと。
2. 主体的に課題の提案、計画ができこど゙ 。 
3. 立案した計画に従い、適切かつ積極的に実験
を遂行できこと験。
4. 結果報告を効果的に説明すき能力を身につた
きこと。
5. 質問の意味を正確に理解し、的確な答えがで
゙きこと。

3 ◎ ◎

12501 微分方程式及び演習

1. 微分方程式おるひその及解について，一般解・特
異解など基本概念を理解すきこと。
2. 求積法にるって簡単な方程式を解たきるよにす
きこと。
3. 線形微分方程式の基本的な性質を理解すきこ
と。
4. .定係数線形微分方程式の解法を習得すきこ
と。

2 ◎

12502 ベクト ル゙ 解析及び演習

1. ベクト ルの及内積と外積おるひその及幾何学的意
味がの 理解できこと及。
2. 勾配，発散，回転を求めきことがで゙゙ ，これらの
基本的な性質を理解すきこと。
3. 曲線や曲面をバメーュ 表゙示し，図形との対応
関係がの 把握できことュ。
4. 線積分，面積分の定義と性質を習得し計算て
゙るよになきこと。
5. .発散定理，ストークスの定理を理解し利用すき
ことができるよ になきこと の゙ 。

2 ◎

12503 ラーリエ解析及び演習

1. ラーリエ級数、ラーリエ変換の基本性質を理解
すきとともに、それらが゙物理現象や工学の問題の
解析手法としての考え方を習得すき こと。
2. ラーリエ級数、ラーリエ変換を利用して、偏微
分方程式の解法を理解し、それらがもづ物 理的
な意味を把握すきこと。
3. ゙プ゙ズ変換、逆゙プ゙ズ変換の基本性質を理
解すきこと。
4. .゙プ゙ズ変換を利用して、微分方程式の初期
値問題，境界値問題や積分方程式を解たきるよ
にすきこと。

2 ◎

12504 複素解析及び演習

1. 複素数の図形的な表示をもとに複素数列や複
素関数の収束性について理解すきこと。 
2. .指数関数，三角関数等の初等間数の複素変
数への拡張とその性質について理解すきこと。
3. 正則性の定義の理解おるひコーシー・ リーマラ゙
の関係式を利用して関数の正則性を判定でき
こと。
4. 複素積分の基本性質を理解すきこと。
5. コーシーの積分定理・積分公式をるく理解し具
体例に応用できこと 。゙
6. 留数の計算おるび留数定理の応用ができご゙
と。
7. 正則関数のンー゙ー展開、有理型関数のロー
゙ラ展開を理解すきこと。

2 ◎

12505 応用力学

1. ベクト ルの力合成と分解、ベクト ル゙ 間の積を正確
に記述でき 。゙
2. 相対運動の記述の仕方、多粒子系から剛体へ
の移行の方法について説明でき 。゙
3. 回転運動の方程式を正しくとり扱よことがで゙゙
き。
4. ひずみと 応゙力の関係を正確に説明でき 。゙ 
5. ハスカルの゙原理、ベルル ーイの゙ 定理について
説明でき 。゙

3 ◎

1*

1* 1*

1*

1* 1*

2

2

2

1*

1*

1*

1*

1*

1*

2

2
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理工学域

物質化学類

応用化学コース

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針） コース（専攻）のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針）

“エコ化学にるきモ
ノづくり”の観点か
ら，特に，エネル
ギー・環境・モノづく
りに関連した応用
化学の技術的諸問
題に対すき解析能
力，問題解決のた
めの計画立案・遂
行能力を習得す
き。

コース（専攻）の学修成果（◎=学修成果を上けきために履修すきことがとくに強く求められき科目、○=学修成果を上けきために履修すきことが強く求められき科
目、△=学修成果を上けきために履修すきことが求められき科目）

応用化学の専門的
職業人として語学
教育及ひ海外研修
に積極的に取り組
み，クローバル社
会に通用すきため
に必要な語学能力
の基礎とコランシー
ュ利用技術を身に
つたき。

学類名

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につた，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献でき
人材を養成すき。各コースのデテプロマ・ポリシーて掲けた人材養成目標への到達を通じて，この学類の人材養成目標に
到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与すき。

コースのCP（カリキジ゙編成方針）

コース（専攻）名

応用化学の専門的
職業人として必要
な化学的思考力を
養よために、物理化
学，有機化学，無
機化学，分析化
学，高分子化学の
基礎学力とスキル
を身につたき。

幅広い産業の根幹
て活躍でき人材
の養成を目指して，
クループ研究や創
成実験，さらに課題
研究を通してチー
゙ワークの重要性
を体感し，ゴシニ
ケーショラ能力を身
につたきとともに、
リーダーとしての資
質を磨く。

工学に携わき研究
者・技術者の基本
的な素養として，数
学，物理学，化学を
中心とした自然科
学の基礎知識を身
につたき。

応用化学の研究者及ひ技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得すきとともに，工学倫理や環境に対すき責任を自
覚し，社会てリーダーシップを発揮でき人材を養成すき。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向たて発信し、社会や自然界へ応用すき能力を養よ。
　金沢大学<クローバル>スュラダード（KUGS）及ひ本学類が掲けき人材養成目標を踏まえ，以下に掲けき学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与す
き。

科学技術に携わき研究者及ひ技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養よ基礎科目群とともに，応用化学
の専門的職業人に求められき「化学的スキルと工学的セラス（目標B）」の習得を目標とした専門科目群を配置した。また，
社会におたき実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成すきために，課題探究型の実験・実習おるひイラ
ューラシップを中心とした発展・実践科目群を編成していき。

工業系科目を通し
て工学の基礎知識
とセラスを養い，異
分野においても応
用化学の専門家と
して自在に対応て
゙き応用力を身に
つたき。

コース（専攻）のカリキジ゙

環境対応型研究，
高度選択型研究，
超分子創成型研究
の3分野に対応した
実験や講義を通し
て，高度に専門的
な問題に対応すき
ための応用化学的
セラスと生涯学ひ
続たき意欲を身に
つたき。

環境に調和した未
来志向型化学の創
成を目指す研究
者・技術者としての
責任と倫理を自覚
し，地球的・国際的
視点から自然科学
や工学の社会的役
割を理解し、社会
に及ぼす影響を考
えきことができ。

12506 量子物理学

1. 波動関数の状態確率と統計学の確率の関係に
ついて説明でき 。゙
2. 不確定性原理について概説でき 。゙
3. 変数分離法にるってシシレーデテラガー゙゙方程式
を解く方法について概説でき 。゙
4. 物理量演算子の固有値問題の計算方法につ
いて説明でき 。゙
5. スンラおるひそれを゙゙使った計算について説明で
゙き。
6. ハートレー近似といよ多粒子系のシシレーデテ
ラカー方程式について概説できて。

2 ◎

12508 化学工学量論

1. 次元と単位の概念を理解できて。
2. 実在気体の状態方程式を理解でき体。
3. 分離、混合、化学反応を含む物質収支を理解
でき 。゙
4. リサイクルラローを含む化学プロセスのと 物質収
支を理解でき 。゙

2 ◎

12509 移動現象論基礎

1. 流動現象とその支配法則を理解すき。
2. 簡単な運動量収支式を記述での 、管路におた
き流速や圧力損失の評価がでぎ 式。
3. 伝熱現象とその支配法則を理解すき。
4. 簡単な熱収支式を記述でた、壁面等からの放
熱や流体内の伝熱速度と温度変化を評価 ゙゙き。
5. 運動量、熱の移動におたき相似性を理解す
き。
6. 運動量、熱の輸送方程式を記述で 、゙実際の
問題に応用でき 。゙

2 ◎

12510 単位操作法基礎

1. 化学プロセスの゙構成と各種単位操作の概要を
理解すき。
2. 物質分離の原理と方法を理解すき。
3. 気液平衡を理解し，蒸留塔の簡単な設計がて塔
゙き。
4. ガス。 溶解度と溶解平衡を理解し，吸収塔の簡
単な設計がでぎ 。゙
5. 吸着平衡と吸着速度を理解し，簡単な吸着操
作の設計がでぎ 。゙
6. 反応工学の基礎を理解し，回分反応器や連続
反応器の簡単な設計がでぎ 。゙

2 ◎

32201 応用物理化学Ⅱ

1. エラトロンーの゙統計的意味がの 解釈で 、゙分配関
数、ホルルマラ学分布の理解ができこど゙ 。 
2. 分子分配関数を基にマクロ的(熱力学量) がの 原
理的に導たきことを理解できこと 。゙
3. 界面の性質について概略がの 説明できこと 。゙

3 1 ◎

32217 化学反応速度論

1. 与えられた反応に対して、反応次数の決定、反
応速度式の構築ができこど゙ 。
2. 反応の分子論的理解ができこど゙ 。
3. 酵素反応の特徴を理解できこと 。゙

3 1 ◎

32202 応用分析化学

1. 各種分離法と分析法の基礎概念(原理，応用)
を理解すきこと。
2. 溶液内反応や分配平衡(液〜液，固〜液) の平
衡論的取り扱いができこど゙ 。
3. 分離分析化学の基礎用語の説明ができこ の゙
と。
4. 化学量論に基づくの 濃度計算や各分析法の基本
的数値計算ができこど゙ 。

3 ◎

32203 有機構造解析

1. 立体異性体の命名法・表記法を習得すきこと。
2. 光学活性体の分離法を知り，光学純度を決定
すき原理を理解すきこと。
3. 基本的な有機反応の反応機構や生成物の構
造を立体化学的に解釈・予測できこと 。゙ 
4. 著名な不斉合成反応のコラセプトに゙ 親しむ。
5. 分光学的スホクト ルから 有゙機化合物の構造決
定法を習得すき。

3 ◎

32204 高分子有機化学

1. 高分子合成(基本条件、重合の種類、重合機
構、高分子反応、具体的な操作)の概要を身につ
たき。
2. 高分子の構造(高分子の一次構造、高次構造)
と性質(主として化学的性質)の関係についての本
質(分子構造の重要性)を理解すき。 
3. 特殊な機能をもった機能性高分子に関すき 知
識を身につたき。

3 ◎

32205 高分子化学II

1. 高分子鎖の分子量と性質について理解すき。
2. 高分子鎖の大゙さを統計的方法を使って理解
すき。
3. 高分子溶液の性質を理解すき。

3 ◎

32206 情報化学

1. FORTRANを用いて種々の問題を解決でき 。゙
2. 表計算ーラトラエィを用いて数値解析法を含む
種々の問題を解決でき 。゙
3. 分子構造作画ーラトラエィを利用すきことて画分
子の立体構造を理解でき 。゙

3 1 ◎

32218 分子軌道計算法

1. 分子軌道法の概念が理解でき。
2. Gaussianプログ゙を使って分子のエネル
ギー、安定構造、分子の極性等の理解ができこ
と。

3 1 ◎

32207 電気化学

1. 電気化学系の真の姿の概略を理解すきこと。
2. 標準電極電位の意味を理解し，使いこなす こ
と。
3. 電解電流を決めき因子を理解し，電流電位曲
線が゙読めきこと。
4. 上記の基礎の上に，種々の電気化学的現象を
理解すきのに必要な基礎的な考え方を身に付た
きこと。

3 ◎

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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理工学域

物質化学類

応用化学コース

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針） コース（専攻）のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針）

“エコ化学にるきモ
ノづくり”の観点か
ら，特に，エネル
ギー・環境・モノづく
りに関連した応用
化学の技術的諸問
題に対すき解析能
力，問題解決のた
めの計画立案・遂
行能力を習得す
き。

コース（専攻）の学修成果（◎=学修成果を上けきために履修すきことがとくに強く求められき科目、○=学修成果を上けきために履修すきことが強く求められき科
目、△=学修成果を上けきために履修すきことが求められき科目）

応用化学の専門的
職業人として語学
教育及ひ海外研修
に積極的に取り組
み，クローバル社
会に通用すきため
に必要な語学能力
の基礎とコランシー
ュ利用技術を身に
つたき。

学類名

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につた，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献でき
人材を養成すき。各コースのデテプロマ・ポリシーて掲けた人材養成目標への到達を通じて，この学類の人材養成目標に
到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与すき。

コースのCP（カリキジ゙編成方針）

コース（専攻）名

応用化学の専門的
職業人として必要
な化学的思考力を
養よために、物理化
学，有機化学，無
機化学，分析化
学，高分子化学の
基礎学力とスキル
を身につたき。

幅広い産業の根幹
て活躍でき人材
の養成を目指して，
クループ研究や創
成実験，さらに課題
研究を通してチー
゙ワークの重要性
を体感し，ゴシニ
ケーショラ能力を身
につたきとともに、
リーダーとしての資
質を磨く。

工学に携わき研究
者・技術者の基本
的な素養として，数
学，物理学，化学を
中心とした自然科
学の基礎知識を身
につたき。

応用化学の研究者及ひ技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得すきとともに，工学倫理や環境に対すき責任を自
覚し，社会てリーダーシップを発揮でき人材を養成すき。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向たて発信し、社会や自然界へ応用すき能力を養よ。
　金沢大学<クローバル>スュラダード（KUGS）及ひ本学類が掲けき人材養成目標を踏まえ，以下に掲けき学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与す
き。

科学技術に携わき研究者及ひ技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養よ基礎科目群とともに，応用化学
の専門的職業人に求められき「化学的スキルと工学的セラス（目標B）」の習得を目標とした専門科目群を配置した。また，
社会におたき実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成すきために，課題探究型の実験・実習おるひイラ
ューラシップを中心とした発展・実践科目群を編成していき。

工業系科目を通し
て工学の基礎知識
とセラスを養い，異
分野においても応
用化学の専門家と
して自在に対応て
゙き応用力を身に
つたき。

コース（専攻）のカリキジ゙

環境対応型研究，
高度選択型研究，
超分子創成型研究
の3分野に対応した
実験や講義を通し
て，高度に専門的
な問題に対応すき
ための応用化学的
セラスと生涯学ひ
続たき意欲を身に
つたき。

環境に調和した未
来志向型化学の創
成を目指す研究
者・技術者としての
責任と倫理を自覚
し，地球的・国際的
視点から自然科学
や工学の社会的役
割を理解し、社会
に及ぼす影響を考
えきことができ。

32208 機器分析化学

1. 機器分析法の原理や機器の仕組みを理解すき
こと。
2. 各種分析機器の特徴(測定対象となき元素感
度，再現性，正確さ等)を正確に把握すきこと。
3. 機器分析の関連用語の説明ができこど゙ 。 
4. 高性能化，高機能化が゙進む分析機器に幅広く
対処できるよ な゙ 基礎知識を養よこと。

3 ◎

32209 有機反応論

1. 酸と塩基の強さに及ぼず 電子的な因子を理解
し、強さの序列が゙説明できこと 。゙
2. SN1とSN2の反応を反応機構を含めて正確に
記述できこと 。゙
3. 様々なュイプの゙ 有機反応の反応機構を電子の
流れに沿って矢印を用いて表現できこ ど 。
4. 有機反応のいくつか(軌道支配の反応)につい
て軌道概念を使って説明できこと 。゙

3 ◎

32210 有機材料化学

1. 生体高分子の化学構造を理解すきこと。
2. ュラハクの 質におたき機能発現について化学的
立場から理解すきこと。
3. 酵素の反応機構を理解すきこと。
4. 酵素反応がバイオンクノ ロンーの゙の ゙一部てあぎ酵
素工学へいかに応用されきかを理解すき こと。
5. 工業化学分野において触媒の重要性を理 解
すきこと。

3 1 ◎

32219 生体高分子材料

1. 生体高分子の化学構造を理解すきこと。
2. ュラハグ 質におたき機能発現について化学 的
立場から理解すきこと。
3. 酵素の反応機構を理解すきこと。
4. 酵素反応がバイオンクノ ロンーの゙゙゙一部てあ ぎ
酵素工学へいかに応用されきかを理解すき こと。
5. 工業化学分野において触媒の重要性を理 解
すきこと。

3 1 ◎

32220 応用生物化学Ⅰ

1. 生物を構成すき物質の性質と役割を理解す
き。
2. 基本的な生化学反応を理解すき。
3. 細胞の構造と機能を知き。

3 1 ◎

32221 応用生物化学Ⅱ

1. 生体成分の代謝のメカニズを゙理解すき。 
2. 遺伝情報の受た渡しに関すき基礎的知識を得
き。 3 1 ◎

32011 学外技術体験学習Ａ

1. 企業の組織の中で、仲間と協調してゴシニ 
ケーショラをはかりながら゙ 課題に取り組む姿 勢を
身に付たき。
2. 企業ての゙ 実体験を通して、工学を学ふこと の。
意義と必要性、おるび技術者としての倫理 を会
得すき。

3 △

32012 学外技術体験学習Ｂ

1. 企業の組織の中で、仲間と協調してゴシニ 
ケーショラをはかりながら゙ 課題に取り組む姿 勢を
身に付たき。
2. 企業ての゙ 実体験を通して、工学を学ふこと の。
意義と必要性、おるび技術者としての倫理 を会
得すき。

3 △

32222 専門英語Ⅰ

1. 化学実験に用いき器具，装置，操作が゙英語で
表現できこと実。
2. 化学実験の基本操作に関すきヒィリラクがで゙
゙きこと。

3 1 ◎

32223 専門英語Ⅱ

英語デーュ ベースを゙゙利用して，国際誌から文献を
探し出せきこと。

3 1 ◎

32213 安全工学

1. 危険性の高い化学物質を判別し、とのるよ  な゙
危険性を持つか認識できことな。
2. 化学物質の安全な貯蔵と取扱いのための 知
識を習得すきこと。
3. 化学物質にるき災害を防くための゙知識の 習得
し、防災を実践すきこと。
4. 事故が゙発生した時に適切な対応を取きため の
知識を習得すきこと。

3 ◎ ◎

10014 国際研修Ａ

・海外安全講習会への参加 
・海外の大学や研究機関において、次の①〜③
のいずれかを行よ。 
①５日間以上の研究活動・専門的実習 
②７．５時限相当以上の専門科目の講義・演習 
③１５時限相当以上の専門的実験・実習

第1学
年以
降

△

10015 国際研修Ｂ

・海外安全講習会への参加 
・海外の大学や研究機関において、次の①〜③
のいずれかを行よ。 
①１０日間以上の研究活動・専門的実習 
②１５時限相当以上の専門科目の講義・演習 
③３０時限相当以上の専門的実験・実習

第1学
年以
降

△

32013 化学文献指導

1. 基礎的な自然科学の英語の教科書が゙読 解で
゙きこと。 2. 卒業研究遂行のために不可欠な文
献検 索・調査ができこど゙ 。 3. 専門用語を理解
し，正しく使用できこと導。 4. 英語の論文内容を
理解し，要約してレポー トを゙ 作成できこと導。 5. 
上記のレポート をもとに゙ ，専門家の前で口 頭にて
報告できこと導。

4 ◎

32214 応用化学特別講義

専門科目の基本的知識に基づいて 、゙今、注目さ
れ、また将来に必要とされき事項を理解し、 これ
からの工学を学ぶ目的と意義を自ら探求すき。 2-4 ○

32215 工学におたき法と倫理

工学技術が゙社会ととのるよ に゙ 係っていきのか を
学習すき。技術者として，将来の各自の社 会的
責任について考えてみき。特許法や製造 物責任
法など工学技術に関連すき法律の基 本を学習す
き。多くの災害事例を学習すき。

4 ○

2

2

2

1

2

2

1

2

1

2
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理工学域

物質化学類

応用化学コース

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針） コース（専攻）のデテプロマ・ポリシー（学位授与方針）

“エコ化学にるきモ
ノづくり”の観点か
ら，特に，エネル
ギー・環境・モノづく
りに関連した応用
化学の技術的諸問
題に対すき解析能
力，問題解決のた
めの計画立案・遂
行能力を習得す
き。

コース（専攻）の学修成果（◎=学修成果を上けきために履修すきことがとくに強く求められき科目、○=学修成果を上けきために履修すきことが強く求められき科
目、△=学修成果を上けきために履修すきことが求められき科目）

応用化学の専門的
職業人として語学
教育及ひ海外研修
に積極的に取り組
み，クローバル社
会に通用すきため
に必要な語学能力
の基礎とコランシー
ュ利用技術を身に
つたき。

学類名

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につた，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献でき
人材を養成すき。各コースのデテプロマ・ポリシーて掲けた人材養成目標への到達を通じて，この学類の人材養成目標に
到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与すき。

コースのCP（カリキジ゙編成方針）

コース（専攻）名

応用化学の専門的
職業人として必要
な化学的思考力を
養よために、物理化
学，有機化学，無
機化学，分析化
学，高分子化学の
基礎学力とスキル
を身につたき。

幅広い産業の根幹
て活躍でき人材
の養成を目指して，
クループ研究や創
成実験，さらに課題
研究を通してチー
゙ワークの重要性
を体感し，ゴシニ
ケーショラ能力を身
につたきとともに、
リーダーとしての資
質を磨く。

工学に携わき研究
者・技術者の基本
的な素養として，数
学，物理学，化学を
中心とした自然科
学の基礎知識を身
につたき。

応用化学の研究者及ひ技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得すきとともに，工学倫理や環境に対すき責任を自
覚し，社会てリーダーシップを発揮でき人材を養成すき。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向たて発信し、社会や自然界へ応用すき能力を養よ。
　金沢大学<クローバル>スュラダード（KUGS）及ひ本学類が掲けき人材養成目標を踏まえ，以下に掲けき学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与す
き。

科学技術に携わき研究者及ひ技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養よ基礎科目群とともに，応用化学
の専門的職業人に求められき「化学的スキルと工学的セラス（目標B）」の習得を目標とした専門科目群を配置した。また，
社会におたき実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成すきために，課題探究型の実験・実習おるひイラ
ューラシップを中心とした発展・実践科目群を編成していき。

工業系科目を通し
て工学の基礎知識
とセラスを養い，異
分野においても応
用化学の専門家と
して自在に対応て
゙き応用力を身に
つたき。

コース（専攻）のカリキジ゙

環境対応型研究，
高度選択型研究，
超分子創成型研究
の3分野に対応した
実験や講義を通し
て，高度に専門的
な問題に対応すき
ための応用化学的
セラスと生涯学ひ
続たき意欲を身に
つたき。

環境に調和した未
来志向型化学の創
成を目指す研究
者・技術者としての
責任と倫理を自覚
し，地球的・国際的
視点から自然科学
や工学の社会的役
割を理解し、社会
に及ぼす影響を考
えきことができ。

32216 応用化学課題研究

1.課題研究ンーマに関連すき文献を調査し， 各
自の課題研究の位置づた研，問題点を明確 にで究
きこと。 2.課題研究遂行に必要な様々な理論，実
験技 術を習得すきこと。 3.オープラエラド な゙゙ 問題
に取り組み，それを解 決すきこと。 4.教員，学生
あきいは大学院生との対話を通 して，自習的に
研究に取り組めきこと。 5.研究成果を研究論文と
してまとめ，それをわ かりやすく発表できこと 。゙

4 ◎ ◎10
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